
【沿革】 

昭和 50 年（1975 年） 

 

昭和 51 年（1976 年） 

 

昭和 52 年（1977 年） 

昭和 53 年（1978 年） 

昭和 57 年（1982 年） 

昭和 59 年（1984 年） 

昭和 60 年（1985 年） 

昭和 61 年（1986 年） 

昭和 62 年（1987 年） 

 

 

 

 

昭和 63 年（1988 年） 

 

 

平成元年（1989 年） 

 

平成２年（1990 年） 

 

 

平成３年（1991 年） 

 

 

 

 

平成８年（1996 年） 

平成９年（1997 年） 

平成 10 年（1998 年） 

 

平成 14 年（2002 年） 

平成 15 年（2003 年） 

平成 19 年（2007 年） 

令和  2 年（2020 年） 
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７月 

 

５月 

７月 

 

12 月 

ローマ日本語補習校開校（教室：日本文化会館） 

運営主体：ローマ日本人親睦会教育部会 

幼・小学部，校舎移転（モンテパリオリ・インター校），中学部は日本文化

会館で継続 

校舎移転（エウル：サクロ・クオーレ校） 

ローマ日本語補習校学校運営委員会を発足 

中学部校舎移転（エウル：チェザレ・バロニオ校） 

文部省から補習校として認可され，校長が派遣される。 

補習校創立 10 周年記念式典挙行 

全日制日本人学校設立をローマ日本人親睦会理事会で決議 

校舎移転（パリオン：アッスンシオーネ校） 

「父母会」組織が発足 

現地名称をローマ日本人学校と改称，全日制小学部１～３年を開設 

ＡＧＩＳ（日本人学校教育教会）を設立 

全日制小学部が１～６年体制となる。 

ローマ日本人学校設立準備委員会を設置 

全日制に中学部１年を開設 

「ローマ日本人学校設立計画書」を外務省に提出 

校舎移転（モンテ・サクロ） 

全日制中学部が１・２年体制となる。 

「ローマ日本人学校設立計画書」を外務省に再提出 

日本国政府から正式に日本人学校として認可される 

第１回運動会開催 

開校式挙行，校歌の前身「ローマ日本人学校愛唱歌」誕生 

第１回卒業式挙行 

全日制小学部１～６年，中学部１～３年体制となる。 

文部省告示 120 号により「小学校及び中学校の課程と同等の課程を有する

在外教育施設」として認定される。校章設定 

イタリア教育省より各種外国人学校として認可される。校歌設定 

校旗完成 

ＡＧＩＳがイタリア政府より非営利目的の教育法人として認可される。 

海外子女教育研究協力校として指定される（10・11 年度）。 

海外子女教育研究協力校として指定される（14・15 年度）。 

校舎移転（カセッタ・マッティ） 

国際教育・文化交流推進校として指定される（19・20 年度）。 

2020 年度文部科学省・日本人学校教育環境整備事業「ICT を活用した教育

体制構築に関する実証事業」の協力校に指名され、電子黒板等の ICT 機器

を整備 

 


